
Ⅴ 花 き 

１ 花き病害虫 

花き病害虫重点防除指導方針 

 

本県農業の活性化および農業所得の向上を図るためには、これまで以上に園芸振興への取

組みが重要な課題となっている。 

このため、数多くの品目の中から戦略的品目、基幹品目と地域特産品目を指定し、生産振興

のための各種施策を積極的に実施している。 

収量・品質の高位安定化を図るため、防除の指導に当たっては、それぞれの病害虫の生態や

薬剤の性質を熟知し、耕種的防除対策に努めるとともに、病害虫の発生動向に注意して適正

に防除する。 

 

１ 耕種的防除の推進 

（1）有機物の施用、深耕等による土づくりを推進し、健全な生育に努める。 

（2）排水対策、整枝剪定等により栽培環境を改善する。 

 

２ 農薬による防除技術 

（1）主要病害虫の発生消長を明らかにし、適期防除を推進する。 

（2）農薬抵抗性害虫および耐性菌発生による防除効果の低下を回避するため、同一系統農薬の

連用を避ける。 

（3）同一成分を含む薬剤には使用回数制限があるので注意する。 

 

 

 

 

（4）生育後期には、商品価値を下げないため、葉面や花弁に汚れの少ない薬剤を使用する。 

（5）薬剤によって品種が変わると薬害を起こすことがあるので、小規模散布を行って薬害のないこ

とを確認する。 

（6）多量散布、高温時の散布、極端な連用、近接散布などは薬害の出ることがあるので注意

する。 

 

例. オルトラン水和剤とジェイエース水和剤はそれぞれの薬剤の使用回数制限が 2回以内 

  とされている。しかし、両方の薬剤は同一成分（アセフェート）を含む農薬に該当し 

ており、使用回数が両方の薬剤を通して 2回以内でなければならない。 
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（１）キク RPA

病害虫名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用濃度 使用量 使用時期 使用方法 使用回数

ﾀﾞｺﾆｰﾙ1000 TPN水和剤 M5 1000倍 100～300㍑/10a 発病前～発病

初期

散布 6回以内

ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水和剤 1 1500～2000倍 100～300㍑/10a - 散布 5回以内

黒さび病 ﾏﾈｰｼﾞ乳剤 ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ乳剤 3 500～1000倍 0.2～0.3㍑/㎡ 発病初期 散布 6回以内

黒斑病 ﾀﾞｺﾆｰﾙ1000 TPN水和剤 M5 1000倍 100～300㍑/10a 発病前～発病

初期

散布 6回以内

さび病 ｴﾑﾀﾞｲﾌｧｰ水和剤 ﾏﾝﾈﾌﾞ水和剤 M3 400～650倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 8回以内

ｸﾛｰﾙﾋﾟｸﾘﾝ ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝくん蒸剤 8B 劇 <床土･堆肥>1穴当り

3～5mL<圃場>1穴当

り2～3mL

土壌くん蒸 2回以内(床土1

回以内､圃場1回

以内)

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ錠剤 ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝくん蒸剤 8B 劇 1穴当り1錠 土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を

30cmの高さに積み30×30cm毎に1穴

当り1錠処理する｡<圃場>｢1穴当り1錠

処理｣30×30cm毎に1錠処理する｡

2回以内(床土1

回以内､圃場1回

以内)

ﾄﾞﾛｸﾛｰﾙ ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ燻蒸剤 8B 劇 <床土･堆肥>1穴当り

3～6mL<圃場>1穴当

り2～3mL

土壌くん蒸 2回以内(床土1

回以内､圃場1回

以内)

ｱﾝﾋﾞﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙ水和剤 3 1000倍 150～300㍑/10a 発病初期 散布 7回以内

ｶﾅﾒﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｲﾝﾋﾟﾙﾌﾙｷｻﾑ水和剤 7 劇 4000～8000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 3回以内

ｺﾛﾅﾌﾛｱﾌﾞﾙ 水和硫黄剤 "UN(I*) 800倍 100～300㍑/10a 散布 -

ｻﾌﾟﾛｰﾙ乳剤 ﾄﾘﾎﾘﾝ乳剤 3 1000～1500倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 5回以内

ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾏﾝｾﾞﾌﾞ水和剤 "UN(I*) 500～800倍 150～300㍑/10a - 散布 8回以内

ｽﾄﾛﾋﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ水和剤 11 2000～3000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 3回以内

ﾁﾙﾄ乳剤25 ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ乳剤 3 3000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 3回以内

ﾄﾘﾌﾐﾝ水和剤 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ水和剤 3 1000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 5回以内

ﾄﾘﾌﾐﾝ乳剤 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ乳剤 3 1000倍 100～300㍑/10a - 散布 5回以内

ﾊﾞｼﾀｯｸ水和剤75 ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ水和剤 7 500～1000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 5回以内

ﾋﾟﾘｶｯﾄ乳剤 ｼﾞﾌﾙﾒﾄﾘﾑ乳剤 39 1000倍 0.2～0.3㍑/㎡ 発病初期 散布 6回以内

ﾏﾈｰｼﾞ乳剤 ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ乳剤 3 500～1000倍 0.2～0.3㍑/㎡ 発病初期 散布 6回以内

ﾗﾘｰ乳剤 ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ乳剤 3 3000倍 200～300㍑/10a 発病初期 散布 5回以内

ｸﾛｰﾙﾋﾟｸﾘﾝ ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝくん蒸剤 8B 劇 <床土･堆肥>1穴当り

3～5mL<圃場>1穴当

り2～3mL

土壌くん蒸 2回以内(床土1

回以内､圃場1回

以内)

1㎡当り6錠 土壌くん蒸<圃場>｢1㎡当り6錠処理｣

地表面に所定量を散布処理する｡

2回以内(床土1

回以内､圃場1回

以内)

1穴当り1錠 土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を

30cmの高さに積み30×30cm毎に1穴

当り1錠処理する｡<圃場>｢1穴当り1錠

処理｣30×30cm毎に1錠処理する｡

2回以内(床土1

回以内､圃場1回

以内)

ﾄﾞﾛｸﾛｰﾙ ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ燻蒸剤 8B 劇 <床土･堆肥>1穴当り

3～6mL<圃場>1穴当

り2～3mL

土壌くん蒸 2回以内(床土1

回以内､圃場1回

以内)

炭疽病 ｴﾑﾀﾞｲﾌｧｰ水和剤 ﾏﾝﾈﾌﾞ水和剤 M3 400～650倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 8回以内

灰色かび病 ｴﾑﾀﾞｲﾌｧｰ水和剤 ﾏﾝﾈﾌﾞ水和剤 M3 400～650倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 8回以内

半身萎凋病 ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ錠剤 ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝくん蒸剤 8B 劇 1穴当り1錠 土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を

30cmの高さに積み30×30cm毎に1穴

当り1錠処理する｡<圃場>｢1穴当り1錠

処理｣30×30cm毎に1錠処理する｡

2回以内(床土1

回以内､圃場1回

以内)

べと病 ｴﾑﾀﾞｲﾌｧｰ水和剤 ﾏﾝﾈﾌﾞ水和剤 M3 400～650倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 8回以内

ｱﾌｧｰﾑ乳剤 ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸塩乳剤 6 1000～2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｽﾋﾟﾉｴｰｽ顆粒水和剤 ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞ水和剤 5 5000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ﾄｸﾁｵﾝ乳剤 ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ乳剤 1B 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ﾊﾁﾊﾁ乳剤 ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ乳剤 "21A(I*) 劇 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 4回以内

ﾌｧｲﾝｾｰﾌﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾌﾛﾒﾄｷﾝ水和剤 34 劇 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ﾓｽﾋﾟﾗﾝ粒剤 ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ粒剤 4A 1g/株 生育初期 株元散布 1回

ｱｻﾞﾐｳﾏ類

褐斑病

白絹病

白さび病

立枯病

劇8Bｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝくん蒸剤ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ錠剤
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病害虫名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用濃度 使用量 使用時期 使用方法 使用回数

ｱｰﾃﾞﾝﾄ水和剤 ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ水和剤 3A 1000倍 150～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｳﾗﾗ50DF ﾌﾛﾆｶﾐﾄﾞ水和剤 29 5000～10000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 6回以内

ｵﾘｵﾝ水和剤40 ｱﾗﾆｶﾙﾌﾞ水和剤 1A 劇 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 MEP乳剤 1B 1000～2000倍 100～300㍑/10a - 散布 6回以内

ｱﾆｷ乳剤 ﾚﾋﾟﾒｸﾁﾝ乳剤 6 1000～2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 6回以内

ｽﾋﾟﾉｴｰｽ顆粒水和剤 ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞ水和剤 5 2500～5000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ﾌｪﾆｯｸｽ顆粒水和剤 ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ水和剤 28 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 4回以内

D-D D-D剤 「-」→　8A,8A 劇 15～20㍑/10a(1穴当

り1.5～2mL)

作付の10～15

日前まで

1) 全面処理　耕起整地後､縦横30cm間

隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15～

20cmに所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡ 2) 作条処理　は種又は植

付前にあらかじめ予定された溝に30cm

間隔に所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡

1回

ﾃﾛﾝ D-D剤 「-」→　8A,8A 劇 15～20㍑/10a(1穴当

り1.5～2mL)

作付の10～15

日前まで

1) 全面処理　耕起整地後､縦横30cm間

隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15～

20cmに所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡ 2) 作条処理　は種又は植

付前にあらかじめ予定された溝に30cm

間隔に所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡

1回

ｾﾝﾁｭｳ類 ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ錠剤 ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝくん蒸剤 8B 劇 1穴当り1錠 土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を

30cmの高さに積み30×30cm毎に1穴

当り1錠処理する｡<圃場>｢1穴当り1錠

処理｣30×30cm毎に1錠処理する｡

2回以内(床土1

回以内､圃場1回

以内)

ｶﾞｽﾀｰﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付

前

本剤の所定量を均一に散布して土壌と

混和する｡

1回

ﾊﾞｽｱﾐﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付

前

本剤の所定量を均一に散布して土壌と

混和する｡

1回

D-D D-D剤 「-」→　8A,8A 劇 15～40㍑/10a(1穴当

り1.5～4mL)

作付の10～15

日前まで

1) 全面処理　耕起整地後､縦横30cm間

隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15～

20cmに所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡ 2) 作条処理　は種又は植

付前にあらかじめ予定された溝に30cm

間隔に所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡

1回

ﾃﾛﾝ D-D剤 「-」→　8A,8A 劇 15～40㍑/10a(1穴当

り1.5～4mL)

作付の10～15

日前まで

1) 全面処理　耕起整地後､縦横30cm間

隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15～

20cmに所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡ 2) 作条処理　は種又は植

付前にあらかじめ予定された溝に30cm

間隔に所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡

1回

ﾈﾏﾄﾘﾝｴｰｽ粒剤 ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ粒剤 1B 20～25kg/10a 定植前 全面土壌混和 1回

D-D D-D剤 「-」→　8A,8A 劇 15～20㍑/10a(1穴当

り1.5～2mL)

作付の10～15

日前まで

1) 全面処理　耕起整地後､縦横30cm間

隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15～

20cmに所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡ 2) 作条処理　は種又は植

付前にあらかじめ予定された溝に30cm

間隔に所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡

1回

ﾃﾛﾝ D-D剤 「-」→　8A,8A 劇 15～20㍑/10a(1穴当

り1.5～2mL)

作付の10～15

日前まで

1) 全面処理　耕起整地後､縦横30cm間

隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15～

20cmに所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡ 2) 作条処理　は種又は植

付前にあらかじめ予定された溝に30cm

間隔に所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡

1回

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ ｵﾘｵﾝ水和剤40 ｱﾗﾆｶﾙﾌﾞ水和剤 1A 劇 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ水和剤 13 劇 2000倍 150～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ｽﾀｰﾏｲﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｼｴﾉﾋﾟﾗﾌｪﾝ水和剤 25A 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 1回

ﾃﾙｽﾀｰ水和剤 ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ水和剤 3A 1000倍 150～300㍑/10a - 散布 3回以内

ﾋﾟﾗﾆｶEW ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ乳剤 "21A(I*) 劇 1000～2000倍 150～300㍑/10a 発生初期 散布 1回

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ｺｶﾞﾈﾑｼ類幼虫

ｾﾝﾁｭｳ類(ﾊｶﾞﾚｾﾝﾁｭ

ｳを除く)

ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ

ﾊﾀﾞﾆ類

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ
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病害虫名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用濃度 使用量 使用時期 使用方法 使用回数

ｱﾙﾊﾞﾘﾝ顆粒水溶剤 ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ水溶剤 4A 1000～2000倍 1㍑/㎡ 発生初期 灌注 5回以内

ｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤 ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ水溶剤 4A 1000～2000倍 1㍑/㎡ 発生初期 灌注 5回以内

ｽﾋﾟﾉｴｰｽ顆粒水和剤 ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞ水和剤 5 5000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ｵﾙﾄﾗﾝ水和剤 ｱｾﾌｪｰﾄ水和剤 1B 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤 ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ乳剤 15 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 3回以内

ｼﾞｪｲｴｰｽ粒剤 ｱｾﾌｪｰﾄ粒剤 1B 6～9kg/10a 発生初期 株元散布 5回以内

ｱｰﾃﾞﾝﾄ水和剤 ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ水和剤 3A 1000倍 150～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｵﾝｺﾙ粒剤5 ﾍﾞﾝﾌﾗｶﾙﾌﾞ粒剤 1A 9kg/10a 生育期 株元散布 3回以内

ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤 ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ乳剤 15 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 3回以内

ﾍﾞｽﾄｶﾞｰﾄﾞ粒剤 ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ粒剤 4A 2g/株 発生初期 生育期株元散布 4回以内

6～9kg/10a 定植時 植溝土壌混和又は株元散布 1回

9kg/10a 生育期 植溝土壌混和又は株元散布 3回以内

ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ水和剤 13 劇 2000倍 150～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ

ﾏﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

1Aﾍﾞﾝﾌﾗｶﾙﾌﾞ粒剤ｵﾝｺﾙ粒剤5

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
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（２）ストック RPA

病害虫名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用濃度 使用量 使用時期 使用方法 使用回数

ｶﾞｽﾀｰﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 30～40kg/10a は種又は植付

前

本剤の所定量を均一

に散布して土壌と混

和する｡

1回

ﾊﾞｽｱﾐﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 30～40kg/10a は種又は植付

前

本剤の所定量を均一

に散布して土壌と混

和する｡

1回

菌核病 ﾎﾟﾘﾍﾞﾘﾝ水和剤 ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ酢酸塩･ﾎﾟﾘｵｷｼﾝ

水和剤

"「-」(I*),M7 1000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 8回以内

灰色かび病 ﾎﾟﾘﾍﾞﾘﾝ水和剤 ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ酢酸塩･ﾎﾟﾘｵｷｼﾝ

水和剤

"「-」(I*),M7 1000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 8回以内

苗立枯病 ﾄﾞﾛｸﾛｰﾙ ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ燻蒸剤 8B 劇 <床土･堆肥>1穴当り

3～6mL<圃場>1穴当

り2～3mL

土壌くん蒸 2回以内(床土

1回以内､圃場

1回以内)

ｶﾞｽﾀｰﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付

前

本剤の所定量を均一

に散布して土壌と混

和する｡

1回

ﾊﾞｽｱﾐﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付

前

本剤の所定量を均一

に散布して土壌と混

和する｡

1回

0.5g/株 定植時 株元散布 1回

9kg/10a 定植時 全面土壌混和 1回

ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ水和剤 13 劇 2000倍 150～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ﾄｱﾛｰ水和剤CT BT水和剤 11A 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 -

ﾉｰﾓﾙﾄ乳剤 ﾃﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ乳剤 15 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ﾏﾌﾞﾘｯｸ水和剤20 ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ水和剤 3A 劇 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ ﾓｽﾋﾟﾗﾝ粒剤 ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ粒剤 4A 0.5g/株 育苗期 株元散布 1回

（３）トルコギキョウ

病害虫名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用濃度 使用量 使用時期 使用方法 使用回数

炭疽病 ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ水和剤 "UN(I*) 400倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 8回以内

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 ﾏﾌﾞﾘｯｸ水和剤20 ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ水和剤 3A 劇 4000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ ﾄﾚﾎﾞﾝ乳剤 ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ乳剤 3A 1000倍 100～300㍑/10a - 散布 6回以内

（４）スターチス

病害虫名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用濃度 使用量 使用時期 使用方法 使用回数

ﾌﾙﾋﾟｶﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ水和剤 9 2000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 5回以内

ﾎﾟﾘﾍﾞﾘﾝ水和剤 ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ酢酸塩･ﾎﾟﾘｵｷ

ｼﾝ水和剤

"「-」(I*),M7 1000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 8回以内

ﾌﾙﾋﾟｶﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ水和剤 9 2000～3000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 5回以内

ﾎﾟﾘﾍﾞﾘﾝ水和剤 ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ酢酸塩･ﾎﾟﾘｵｷ

ｼﾝ水和剤

"「-」(I*),M7 1000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 8回以内

ﾛﾌﾞﾗｰﾙ水和剤 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ水和剤 2 1000～1500倍 100～300㍑/10a - 散布 8回以内

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤 ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ乳剤 15 4000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 3回以内

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤 ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ乳剤 15 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 3回以内

1Aﾍﾞﾝﾌﾗｶﾙﾌﾞ粒剤ｵﾝｺﾙ粒剤5

うどんこ病

灰色かび病

萎凋病

苗腐病

ｺﾅｶﾞ
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（５）スイセン RPA

病害虫名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用濃度 使用量 使用時期 使用方法 使用回数

200倍 植付前又は貯

蔵前

30分間球根浸漬 1回

球根重量の1.0% 植付前又は貯

蔵前

球根粉衣 1回

（６）ユリ

病害虫名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用濃度 使用量 使用時期 使用方法 使用回数

200倍 植付前又は貯

蔵前

30分間球根浸漬 1回

球根重量の1.0% 植付前又は貯

蔵前

球根粉衣 1回

茎腐病 ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水和剤 1 1500～2000倍 100～300㍑/10a - 散布 5回以内

ｱﾌｪｯﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ水和剤 7 2000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 3回以内

ﾌﾙﾋﾟｶﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ水和剤 9 2000～3000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 5回以内

ﾀﾞｺﾆｰﾙ1000 TPN水和剤 M5 1000倍 100～300㍑/10a 発病前～発病

初期

散布 6回以内

ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水和剤 1 1500～2000倍 100～300㍑/10a - 散布 5回以内

ﾌﾙﾋﾟｶﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ水和剤 9 2000～3000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 5回以内

ﾌﾛﾝｻｲﾄﾞ水和剤 ﾌﾙｱｼﾞﾅﾑ水和剤 29 2000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 3回以内

ﾎﾟﾘｵｷｼﾝAL水溶剤 ﾎﾟﾘｵｷｼﾝ水溶剤 "「-」(I*) 2500倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 8回以内

鱗茎さび症 ﾌﾛﾝｻｲﾄﾞ水和剤 ﾌﾙｱｼﾞﾅﾑ水和剤 29 100～200倍 - 植付前 球根瞬間浸漬 1回

ｳﾗﾗ50DF ﾌﾛﾆｶﾐﾄﾞ水和剤 29 10000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 6回以内

ﾄﾚﾎﾞﾝ乳剤 ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ乳剤 3A 2000倍 100～300㍑/10a - 散布 6回以内

（７）サクラ

病害虫名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用濃度 使用量 使用時期 使用方法 使用回数

てんぐ巣病 ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙﾍﾟｰｽﾄ剤 1 原液 病枝切除後 塗布 5回以内

ｱﾄﾗｯｸ液剤 ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ液剤 4A 胸高直径(樹幹部)､

6～10cm  30mL､

11～15cm  60mL､

16～20cm  90mL､

21～25cm

120mL､26～30cm

180mL､30cm以上

は胸高直径が5cm

増すごとに30～

60mLを増量す

る。

幼虫発生前～

幼虫発生期

樹幹注入 3回以内

ｵﾙﾄﾗﾝ水和剤 ｱｾﾌｪｰﾄ水和剤 1B 1500～2000倍 200～700㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｼﾞｪｲｴｰｽ水溶剤 ｱｾﾌｪｰﾄ水溶剤 1B 1500～2000倍 200～700㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ﾊﾞｼﾚｯｸｽ水和剤 BT水和剤 11A 1000～2000倍 200～700㍑/10a 発生初期 散布 -

ｺｽｶｼﾊﾞ ｽｶｼﾊﾞｺﾝL ｼﾅﾝｾﾙｱ剤 40～100本

/10a(8g/100本製

剤)

成虫発生初期

から終期

ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰを対

象作物の枝に巻

き付け設置す

る。

ｵﾙﾄﾗﾝ水和剤 ｱｾﾌｪｰﾄ水和剤 1B 1000～1500倍 200～700㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｼﾞｪｲｴｰｽ水溶剤 ｱｾﾌｪｰﾄ水溶剤 1B 1000～1500倍 200～700㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ﾊﾞｼﾚｯｸｽ水和剤 BT水和剤 11A 1000倍 200～700㍑/10a 発生初期 散布 -

球根腐敗病 1,M3ﾁｳﾗﾑ･ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水和

剤

ﾎｰﾏｲ水和剤

球根腐敗病 ﾎｰﾏｲ水和剤 ﾁｳﾗﾑ･ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水和

剤

1,M3

灰色かび病

葉枯病

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ

ﾓﾝｸﾛｼｬﾁﾎｺ
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（８）花き類・観葉植物 RPA

病害虫名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用濃度 使用量 使用時期 使用方法 使用回数 備考

ｶﾞｽﾀｰﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ﾄﾞﾛｸﾛｰﾙ ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ燻蒸剤 8B 劇 <床土･堆肥>1穴当り

3～6mL<圃場>1穴当

り2～3mL

土壌くん蒸 2回以内(床

土1回以

内､圃場1

回以内)

ﾊﾞｽｱﾐﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ｶﾞｽﾀｰﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ﾊﾞｽｱﾐﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ｶﾞｽﾀｰﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ﾊﾞｽｱﾐﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ｸﾛｰﾙﾋﾟｸﾘﾝ ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝくん蒸剤 8B 劇 <床土･堆肥>1穴当り

3～5mL<圃場>1穴当

り2～3mL

土壌くん蒸 2回以内(床

土1回以

内､圃場1

回以内)

ﾄﾞﾛｸﾛｰﾙ ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ燻蒸剤 8B 劇 <床土･堆肥>1穴当り

3～6mL<圃場>1穴当

り2～3mL

土壌くん蒸 2回以内(床

土1回以

内､圃場1

回以内)

ｱﾝﾋﾞﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙ水和剤 3 1000倍 150～300㍑/10a 発病初期 散布 7回以内 ばら､きく

を除く

ｴｺﾋﾟﾀ液剤 還元澱粉糖化物液剤 「-」 100～200倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 -

ｶﾞｯﾃﾝ乳剤 ﾌﾙﾁｱﾆﾙ乳剤 U13 5000倍 100～300㍑/10a 発病前～発病初期 散布 2回以内

ｶﾘｸﾞﾘｰﾝ 炭酸水素ｶﾘｳﾑ水溶剤 NC 800倍 150～500㍑/10a 発病初期 散布 - きくを除く

ｻﾝｸﾘｽﾀﾙ乳剤 脂肪酸ｸﾞﾘｾﾘﾄﾞ乳剤 「-」 600倍 150～500㍑/10a - 散布 -

ﾊﾟﾝﾁｮTF顆粒水和剤 ｼﾌﾙﾌｪﾅﾐﾄﾞ･ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ水和

剤

3,U6 2000倍 100～300㍑/10a - 散布 2回以内

ﾎﾟﾘｵｷｼﾝAL水溶剤 ﾎﾟﾘｵｷｼﾝ水溶剤 "「-」(I*) 2500倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 8回以内

ﾓﾚｽﾀﾝ水和剤 ｷﾉｷｻﾘﾝ系水和剤 "UN(I*) 2000～3000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 10回以内 ｶｰﾈｰｼｮﾝを

除く

ｶﾞｽﾀｰﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ﾊﾞｽｱﾐﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ﾘｿﾞﾚｯｸｽ水和剤 ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ水和剤 14 500～1000倍 3㍑/㎡ 生育期 土壌灌注 5回以内

ｶﾞｽﾀｰﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ﾊﾞｽｱﾐﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

菌核病 ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水和剤 1 1500倍 100～300㍑/10a - 散布 5回以内 ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳを

除く

茎腐病 ﾘｿﾞﾚｯｸｽ水和剤 ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ水和剤 14 500～1000倍 3㍑/㎡ 生育期 土壌灌注 5回以内

黒斑病 ﾎﾟﾘｵｷｼﾝAL水溶剤 ﾎﾟﾘｵｷｼﾝ水溶剤 "「-」(I*) 2500倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 8回以内

ｶﾞｽﾀｰﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ﾊﾞｽｱﾐﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ｶﾞｽﾀｰﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ﾊﾞｽｱﾐﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ｶﾞｽﾀｰﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ﾊﾞｽｱﾐﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ﾓﾝｶｯﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ40 ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ水和剤 7 1000～2000倍 100～300㍑/10a - 株元散布 3回以内

ﾘｿﾞﾚｯｸｽ水和剤 ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ水和剤 14 500～1000倍 3㍑/㎡ - 株元灌注 5回以内

ｶﾞｽﾀｰﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ﾊﾞｽｱﾐﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ﾘｿﾞﾚｯｸｽ水和剤 ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ水和剤 14 500～1000倍 3㍑/㎡ 生育期 土壌灌注 5回以内

ﾘｿﾞﾚｯｸｽ粉剤 ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ粉剤 14 50kg/10a 定植前 土壌混和 1回

青枯病

萎黄病

萎凋病

萎黄病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)

うどんこ病

株腐病

球根腐敗病

根頭がんしゅ病

首腐病

白絹病

立枯病

R7

-252-



病害虫名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用濃度 使用量 使用時期 使用方法 使用回数 備考

ｶﾞｽﾀｰﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ﾊﾞｽｱﾐﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ｱﾌｪｯﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ水和剤 7 2000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 3回以内 きく､ゆり､

ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ､り

んどうを除

く

ｹﾞｯﾀｰ水和剤 ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ･ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ

水和剤

1,10 1000倍 100～300㍑/10a - 散布 5回以内 ひまわり､

ｾﾞﾗﾆｳﾑを除

く

ｾｲﾋﾞｱｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ20 ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ水和剤 12 1000倍 100～300L/10a 発病前～発病初期 散布 4回以内 きんせん

か、ホワイ

トレースフ

ラワーを除

く

ﾁｵﾉｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾁｳﾗﾑ水和剤 M3 500倍 100～500㍑/10a 発病初期 散布 6回以内 りんどうを

除く

ﾄﾚﾉｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾁｳﾗﾑ水和剤 M3 500倍 100～500㍑/10a 発病初期 散布 6回以内 りんどうを

除く

ﾌﾙﾋﾟｶﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ水和剤 9 2000～3000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 5回以内 ばら､ｽﾀｰﾁ

ｽ､宿根かす

みそう､ゆ

り､りんど

うを除く

ﾎﾟﾘｵｷｼﾝAL水溶剤 ﾎﾟﾘｵｷｼﾝ水溶剤 "「-」(I*) 2500倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 8回以内

ﾎﾟﾘﾍﾞﾘﾝ水和剤 ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ酢酸塩･ﾎﾟﾘｵｷｼﾝ

水和剤

"「-」(I*),M7 1000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 8回以内 ｽﾄｯｸ､ｽﾀｰﾁ

ｽ､ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ､

ばら､ｸﾙｸﾏ､

きくを除く

ｶﾞｽﾀｰﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ﾄﾞﾛｸﾛｰﾙ ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ燻蒸剤 8B 劇 <床土･堆肥>1穴当り

3～6mL<圃場>1穴当

り2～3mL

土壌くん蒸 2回以内(床

土1回以

内､圃場1

回以内)

ﾊﾞｽｱﾐﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ﾋﾟｼｳﾑ･ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ菌

による病害(苗立

枯病等)

ｵｰｿｻｲﾄﾞ水和剤80 ｷｬﾌﾟﾀﾝ水和剤 M4 種子重量の0.2～0.4% - は種前 種子処理機による種子粉衣 1回

ﾌｻﾞﾘｳﾑ･ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ菌

による病害(苗立

枯病等)

ﾎｰﾏｲ水和剤 ﾁｳﾗﾑ･ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水和剤 1,M3 種子重量の1.0% は種前 種子処理機による種子粉衣 1回 観葉植物適

用外

ﾊﾞｼﾀｯｸ水和剤75 ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ水和剤 7 乾燥種子重量の0.4% は種前 種子処理機による種子粉衣 1回 観葉植物適

用外

ﾓﾝｶｯﾄ水和剤 ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ水和剤 7 種子重量の0.5～1.0% は種前 種子処理機による種子粉衣 1回 観葉植物適

用外

ｵﾙﾄﾗﾝ水和剤 ｱｾﾌｪｰﾄ水和剤 1B 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 MEP乳剤 1B 1000倍 100～300㍑/10a - 散布 6回以内

ｱｸﾞﾘﾒｯｸ ｱﾊﾞﾒｸﾁﾝ乳剤 6 劇 500倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内 ｶﾞｰﾍﾞﾗを除

く

ｱﾌｧｰﾑ乳剤 ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸塩乳剤 6 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｵﾙﾄﾗﾝ水和剤 ｱｾﾌｪｰﾄ水和剤 1B 1000～1500倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｵﾙﾄﾗﾝ粒剤 ｱｾﾌｪｰﾄ粒剤 1B 3～6kg/10a 発生初期 株元散布 5回以内 きく､宿根ｽ

ﾀｰﾁｽ､ｶｰﾈｰ

ｼｮﾝ､ｱﾘｳﾑ､

たであいを

除く

ｵﾝｺﾙ粒剤5 ﾍﾞﾝﾌﾗｶﾙﾌﾞ粒剤 1A 6kg/10a 生育期 株元散布 3回以内 きく､ｽﾄｯｸ

を除く

ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 MEP乳剤 1B 1000倍 100～300㍑/10a - 散布 6回以内

ﾀﾞﾌﾞﾙｼｭｰﾀｰSE 脂肪酸ｸﾞﾘｾﾘﾄﾞ･ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞ水

和剤

「-」,5 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ﾃﾞｨｱﾅSC ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ水和剤 5 2500～5000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内 りんどうを

除く

ﾊﾁﾊﾁﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ水和剤 "21A(I*) 劇 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 4回以内

ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤 ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ水溶剤 4A 劇 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内 ｽﾄｯｸ､りん

どうを除く

灰色かび病

半身萎凋病

ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ菌による

病害(苗立枯病等)

ｱｵﾑｼ

ｱｻﾞﾐｳﾏ類

苗立枯病(ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ

菌)
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病害虫名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用濃度 使用量 使用時期 使用方法 使用回数 備考

ｱﾃﾞｨｵﾝ乳剤 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ乳剤 3A 2000～4000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 6回以内 はぼたんを

除く

ｱﾄﾞﾏｲﾔｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ水和剤 4A 劇 2000倍 100～200㍑/10a 発生初期 散布 5回以内 きくを除く

ｴｺﾋﾟﾀ液剤 還元澱粉糖化物液剤 「-」 100倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 -

ｵﾙﾄﾗﾝ水和剤 ｱｾﾌｪｰﾄ水和剤 1B 1000～1500倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｵﾙﾄﾗﾝ粒剤 ｱｾﾌｪｰﾄ粒剤 1B 3～6kg/10a 発生初期 株元散布 5回以内 きく､宿根ｽ

ﾀｰﾁｽ､ｶｰﾈｰ

ｼｮﾝ､ｱﾘｳﾑ､

たであいを

除く

ｺﾙﾄ顆粒水和剤 ﾋﾟﾘﾌﾙｷﾅｿﾞﾝ水和剤 9B 4000倍 100～300L/10a 発生初期 散布 4回以内 チューリッ

プを除く

ｽｶｳﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ水和剤 3A 劇 2000～3000倍 100～300㍑/10a - 散布 5回以内 宿根かすみ

そう､ｸﾞﾗｼﾞ

ｵﾗｽ､ﾄﾙｺｷﾞ

ｷｮｳ､りんど

うを除く

ﾁｪｽ顆粒水和剤 ﾋﾟﾒﾄﾛｼﾞﾝ水和剤 9B 5000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 4回以内

ﾍﾞｽﾄｶﾞｰﾄﾞ水溶剤 ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ水溶剤 4A 1000～2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 4回以内 ばら､きく

を除く

ﾍﾞｽﾄｶﾞｰﾄﾞ粒剤 ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ粒剤 4A 1～2g/株 発生初期 生育期株元散布 4回以内 きく､きん

せんかを除

く

3～5g/培土㍑ 定植前 培土混和 1回 きく､きん

せんかを除

く

ﾓｽﾋﾟﾗﾝｼﾞｪｯﾄ ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞくん煙剤 4A 劇 くん煙室容積400立方

㍍(床面積200㎡×高

さ2m)当り50g

発生初期 くん煙 5回以内 ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳを

除く

ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤 ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ水溶剤 4A 劇 2000～4000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内 ｽﾄｯｸ､りん

どうを除く

ﾛﾃﾞｨｰ乳剤 ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ乳剤 3A 劇 1000倍 100～300㍑/10a - 散布 6回以内

ｱｸｾﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾒﾀﾌﾙﾐｿﾞﾝ水和剤 22B 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 6回以内 きくを除く

ｱﾌｧｰﾑ乳剤 ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸塩乳剤 6 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ﾃﾞｨｱﾅSC ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ水和剤 5 2500～5000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内 りんどうを

除く

ﾌｪﾆｯｸｽ顆粒水和剤 ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ水和剤 28 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 4回以内 きく､りん

どうを除く

ﾌﾟﾚｵﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾋﾟﾘﾀﾞﾘﾙ水和剤 UN 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 4回以内

ｶﾀﾂﾑﾘ類 ﾅﾒｸﾘｰﾝ3 ﾒﾀｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ粒剤 「-」 1～3kg/10a - 株元散布 6回以内

ｶﾒﾑｼ類 ｱﾃﾞｨｵﾝ乳剤 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ乳剤 3A 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 6回以内 はぼたんを

除く

ｴｺﾋﾟﾀ液剤 還元澱粉糖化物液剤 「-」 100～200倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 -

ｺﾙﾄ顆粒水和剤 ﾋﾟﾘﾌﾙｷﾅｿﾞﾝ水和剤 9B 4000倍 100～300L/10a 発生初期 散布 4回以内 チューリッ

プを除く

ﾁｪｽ顆粒水和剤 ﾋﾟﾒﾄﾛｼﾞﾝ水和剤 9B 5000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 4回以内

ﾃﾞｨｱﾅSC ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ水和剤 5 2500倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内 りんどうを

除く

ﾍﾞｽﾄｶﾞｰﾄﾞ水溶剤 ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ水溶剤 4A 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 4回以内 ばら､きく

を除く

ﾗﾉｰﾃｰﾌﾟ ﾋﾟﾘﾌﾟﾛｷｼﾌｪﾝ剤 7C 50㎡/10a 栽培期間中 作物体の付近に設置する｡ 1回 施設栽培

ｾﾝﾁｭｳ類 ﾄﾞﾛｸﾛｰﾙ ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ燻蒸剤 8B 劇 <床土･堆肥>1穴当り

3～6mL<圃場>1穴当

り2～3mL

土壌くん蒸 2回以内(床

土1回以

内､圃場1

回以内)

ﾅﾒｸｼﾞ類 ﾅﾒｸﾘｰﾝ3 ﾒﾀｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ粒剤 「-」 1～3kg/10a - 株元散布 6回以内

ﾄﾞﾛｸﾛｰﾙ ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ燻蒸剤 8B 劇 <床土･堆肥>1穴当り

3～6mL<圃場>1穴当

り2～3mL

土壌くん蒸 2回以内(床

土1回以

内､圃場1

回以内)

ﾈｷﾘﾍﾞｲﾄ ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ粒剤 3A 3g/㎡ 生育初期 株元散布 6回以内

ｶﾞｽﾀｰﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ﾊﾞｽｱﾐﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付前 本剤の所定量を均一に散布

して土壌と混和する｡

1回

ﾈｷﾘﾑｼ類

ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類
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病害虫名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用濃度 使用量 使用時期 使用方法 使用回数 備考

ﾌｪﾆｯｸｽ顆粒水和剤 ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ水和剤 28 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 4回以内 きく､りん

どうを除く

ﾌﾟﾚｵﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾋﾟﾘﾀﾞﾘﾙ水和剤 UN 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 4回以内

ﾏｯﾁ乳剤 ﾙﾌｪﾇﾛﾝ乳剤 15 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内 きくを除く

ﾊﾀﾞﾆ類 ｱｸﾞﾘﾒｯｸ ｱﾊﾞﾒｸﾁﾝ乳剤 6 劇 500倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内 ｶﾞｰﾍﾞﾗを除

く

ｴｺﾋﾟﾀ液剤 還元澱粉糖化物液剤 「-」 100倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 -

ｶﾈﾏｲﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｱｾｷﾉｼﾙ水和剤 20B 1000倍 150～300㍑/10a - 散布 1回 ばら､きく､

ｶｰﾈｰｼｮﾝ､ﾃﾞ

ﾙﾌｨﾆｳﾑを除

く

ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ水和剤 13 劇 2000倍 150～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内 きく､ｽﾄｯｸ

を除く

ｻﾝｸﾘｽﾀﾙ乳剤 脂肪酸ｸﾞﾘｾﾘﾄﾞ乳剤 「-」 600倍 150～500㍑/10a - 散布 -

ﾀﾞﾆｻﾗﾊﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｼﾌﾙﾒﾄﾌｪﾝ水和剤 25A 1000倍 100～350㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ﾀﾞﾆﾄﾛﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ水和剤 21A 1000～2000倍 150～300㍑/10a 発生初期 散布 1回

ﾃﾃﾞｵﾝ乳剤 ﾃﾄﾗｼﾞﾎﾝ乳剤 12D 500～1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 10回以内

ﾆｯｿﾗﾝ水和剤 ﾍｷｼﾁｱｿﾞｸｽ水和剤 10A 2000～3000倍 100～300㍑/10a - 散布 2回以内

ﾊﾞﾛｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ水和剤 10B 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 1回

ﾋﾟﾗﾆｶEW ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ乳剤 "21A(I*) 劇 2000倍 150～300㍑/10a 発生初期 散布 1回 ｶｰﾈｰｼｮﾝ､き

くを除く

ﾛﾃﾞｨｰ乳剤 ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ乳剤 3A 劇 1000倍 100～300㍑/10a - 散布 6回以内

粘着くん液剤 ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ液剤 「-」 100倍 150～300㍑/10a 発生初期 散布 -

粘着くん液剤 ﾋﾄﾞﾛｷｼﾌﾟﾛﾋﾟﾙ化ﾘﾝ酸架橋

ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ液剤

「-」 100倍 150～300㍑/10a 発生初期 散布 -

ﾊﾞｯﾀ類 ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 MEP乳剤 1B 1000倍 100～300㍑/10a - 散布 6回以内

ｱﾃﾞｨｵﾝ乳剤 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ乳剤 3A 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 6回以内 はぼたんを

除く

ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 MEP乳剤 1B 1000倍 100～300㍑/10a - 散布 6回以内

ｱｸﾀﾗ顆粒水溶剤 ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ水溶剤 4A 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 6回以内 宿根ｱｽﾀｰ､ﾄ

ﾙｺｷﾞｷｮｳ､き

くを除く

ｱﾌｧｰﾑ乳剤 ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸塩乳剤 6 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ﾃﾞｨｱﾅSC ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ水和剤 5 2500～5000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内 りんどうを

除く

ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類 ﾄﾞﾛｸﾛｰﾙ ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ燻蒸剤 8B 劇 <床土･堆肥>1穴当り

3～6mL<圃場>1穴当

り2～3mL

土壌くん蒸 2回以内(床

土1回以

内､圃場1

回以内)

ﾏﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ ﾄﾘｶﾞｰﾄﾞ液剤 ｼﾛﾏｼﾞﾝ液剤 17 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 4回以内

ｱｸﾀﾗ顆粒水溶剤 ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ水溶剤 4A 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 6回以内 宿根ｱｽﾀｰ､ﾄ

ﾙｺｷﾞｷｮｳ､き

くを除く

ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ水和剤 13 劇 2000倍 150～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内 きく､ｽﾄｯｸ

を除く

ｱﾃﾞｨｵﾝ乳剤 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ乳剤 3A 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 6回以内 はぼたんを

除く

ｱﾌｧｰﾑ乳剤 ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸塩乳剤 6 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｵﾙﾄﾗﾝ水和剤 ｱｾﾌｪｰﾄ水和剤 1B 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｵﾙﾄﾗﾝ粒剤 ｱｾﾌｪｰﾄ粒剤 1B 6kg/10a 発生初期 株元散布 5回以内 きく､宿根ｽ

ﾀｰﾁｽ､ｶｰﾈｰ

ｼｮﾝ､ｱﾘｳﾑ､

たであいを

除く

ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ水和剤 13 劇 2000倍 150～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内 きく､ｽﾄｯｸ

を除く

ﾉｰﾓﾙﾄ乳剤 ﾃﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ乳剤 15 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ﾖﾄｳﾑｼ類

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾊﾏｷﾑｼ類

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ
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（９）樹木類（木本作物） RPA

病害虫名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用濃度 使用量 使用時期 使用方法 使用回数

ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水和剤 1 1000倍 200～700㍑/10a 発病初期 散布 5回以内

ﾄﾘﾌﾐﾝ水和剤 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ水和剤 3 3000倍 200～700㍑/10a 発病初期 散布 5回以内

枝枯細菌病 ﾍﾟﾝｺｾﾞﾌﾞ水和剤 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ水和剤 "UN(I*) 600倍 200～700㍑/10a 新梢伸長期～発病

初期

散布 4回以内

切り口及び傷口の

ゆ合促進

ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙﾍﾟｰｽﾄ剤 1 原液 剪定整枝時､病患

部削り取り直後､

及び病枝切除後

塗布 5回以内

ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水和剤 1 1000～2000倍 200～700㍑/10a 発病初期 散布 5回以内

ﾍﾟﾝｺｾﾞﾌﾞ水和剤 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ水和剤 "UN(I*) 600倍 200～700㍑/10a 発病初期 散布 4回以内

ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水和剤 1 1000倍 200～700㍑/10a 発病初期 散布 5回以内

ﾍﾟﾝｺｾﾞﾌﾞ水和剤 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ水和剤 "UN(I*) 600倍 200～700㍑/10a 発病初期 散布 4回以内

輪紋葉枯病 ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水和剤 1 1000倍 200～700㍑/10a 発病初期 散布 5回以内

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 ｵﾙﾄﾗﾝ水和剤 ｱｾﾌｪｰﾄ水和剤 1B 1000倍 200～700㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 MEP乳剤 1B 1000倍 200～700㍑/10a - 散布 6回以内

ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 MEP乳剤 1B 500～1000倍 200～700㍑/10a - 散布 6回以内

ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ水和剤34 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ水和剤 1B 劇 1000～1500倍 200～700㍑/10a 発生初期 散布 4回以内

ﾄｱﾛｰ水和剤CT BT水和剤 11A 1000～2000倍 200～700㍑/10a 発生初期 散布 -

直線使用(街路樹

など)40m当り1個

以上

成虫発生初期から

発生後期

本剤をﾄﾗｯ

ﾌﾟ1台当り

1個貼付

け､地上1

～6mの高

さに設置

する｡

面使用(公園な

ど)10a当り3個以

上

成虫発生初期から

発生後期

本剤をﾄﾗｯ

ﾌﾟ1台当り

1個貼付

け､地上1

～6mの高

さに設置

する｡

ｵｵﾊﾘｾﾝﾁｭｳ ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 MEP乳剤 1B 500倍 - 移植前 30分間根

部浸漬

1回

ｵﾋﾞｶﾚﾊ ﾄﾚﾎﾞﾝ乳剤 ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ乳剤 3A 2000倍 100～700㍑/10a 幼虫発生期 散布 6回以内

ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ類 ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 MEP乳剤 1B 1000倍 200～700㍑/10a - 散布 6回以内

ｽﾃｨﾝｶﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ水和剤 28 8000倍 200～700㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ﾄﾚﾎﾞﾝ乳剤 ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ乳剤 3A 4000倍 100～700㍑/10a 幼虫発生期 散布 6回以内

ｹﾑｼ類(若～中齢幼

虫)

ﾃﾞﾐﾘﾝ水和剤 ｼﾞﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ水和剤 15 4000～8000倍 200～700㍑/10a - 散布 3回以内

ｼｬｸﾄﾘﾑｼ類 ﾄﾚﾎﾞﾝ乳剤 ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ乳剤 3A 4000倍 100～700㍑/10a 幼虫発生期 散布 6回以内

ﾄﾋﾞﾓﾝｵｵｴﾀﾞｼｬｸ ﾊﾞｼﾚｯｸｽ水和剤 BT水和剤 11A 500～1000倍 200～700㍑/10a 発生初期 散布 -

ﾊﾀﾞﾆ類 ﾊﾞﾛｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ水和剤 10B 2000倍 200～700㍑/10a 発生初期 散布 1回

ﾌﾗｰﾊﾞﾗｿﾞｳﾑｼ ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 MEP乳剤 1B 1000倍 200～700㍑/10a - 散布 6回以内

ﾆﾄﾙｱｰ<ｱﾒｼﾛ> ﾌｫｰﾙｳｪﾌﾞﾙｱ剤

ｹﾑｼ類

うどんこ病

炭疽病

斑点症(ｼｭｰﾄﾞｻｰｺｽ

ﾎﾟﾗ菌)

ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ
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一　　　般　　　名 商　　品　　名

浸

達

性

移

行

性

効

果

発

現

効

果

持

続

オ ル ト ラ ン 粒 剤 ○ ○ ― 長 ○ ◎ アザミウマ類、ネキリムシ類、ハモグリバエ類、ヨトウムシ類

ジ ェ イ エ ー ス 粒 剤 ○ ○ ― 長 ○ ○ ○ アザミウマ類、◎マメハモグリバエ

オ ル ト ラ ン 水 和 剤 ○ ○ 中 長 ◎ ◎マメハモグリバエ、オオタバコガ

ジ ェ イ エ ー ス 水 溶 剤 ○ ○ 速 長 ○ ○ アザミウマ類、マメハモグリバエ、オオタバコガ

Ｍ Ｅ Ｐ ス ミ チ オ ン 乳 剤 ○ × 速 長 ◎ フラーバラゾウムシ、カメムシ類、ヨトウムシ類

Ｐ Ａ Ｐ エ ル サ ン 乳 剤 劇 ○ × 速 長 ＊ ＊キクヒメヒゲナガアブラムシのみ

プ ロ チ オ ホ ス ト ク チ オ ン 乳 剤 × × 速 長 ○ フラーバラゾウムシ、◎アザミウマ類、ハダニ類

１A ア ラ ニ カ ル ブ オ リ オ ン 水 和 剤 ４ ０ 劇 ○ × 速 長 ◎ ◎ハスモンヨトウ、オオタバコガ

フ ル バ リ ネ ー ト マ ブ リ ッ ク 水 和 剤 ２ ０ 劇 × × 速 長 ○

ト ラ ロ メ ト リ ン ス カ ウ ト フ ロ ア ブ ル 劇 ○ × 速 長 ○ ◎

シ ペ ル メ ト リ ン ア グ ロ ス リ ン 乳 剤 劇 × × 速 中 ○

ペ ル メ ト リ ン ア デ ィ オ ン 乳 剤 × × 速 中 ◎

ア ク リ ナ ト リ ン ア ー デ ン ト 水 和 剤 × × 速 長 ◎ ハダニ類、◎ミカンキイロアザミウマ

エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス ト レ ボ ン 乳 剤 ○ × 速 中 ○ ◎

フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン ロ デ ィ ー 乳 剤 劇 × × 速 中～長 ◎ 　

モ ス ピ ラ ン 顆 粒 水 溶 剤 劇 ○ ○ 速 長 ◎

モ ス ピ ラ ン ジ ェ ッ ト 劇 ― ― 速 長 ○ ◎

イ ミ ダ ク ロ プ リ ド ア ド マ イ ヤ ー フ ロ ア ブ ル 劇 ○ ○ 速 長 ○ ◎ アザミウマ類（キクは施設栽培のみ）

ベ ス ト ガ ー ド 水 溶 剤 ○ ○ 速 長 ○ ◎ コナジラミ類、ミカンキイロアザミウマ

ベ ス ト ガ ー ド 粒 剤 × ○ ― 長 ○ ◎ ◎ミカンキイロアザミウマ、マメハモグリバエ

チ ア メ ト キ サ ム ア ク タ ラ 粒 剤 ５ ○ ○ 中 長 ○

ク ロ チ ア ニ ジ ン ダ ン ト ツ 水 溶 剤 ○ ○ 速 中 ○ ○ ナモグリバエ、アザミウマ類、ハモグリバエ類、カメムシ類

ス タ ー ク ル 顆 粒 水 溶 剤

ア ル バ リ ン 顆 粒 水 溶 剤

ピ メ ト ロ ジ ン チ ェ ス 顆 粒 水 和 剤 ○ ○ 中 長 ◎

ピ リ フ ル キ ナ ゾ ン コ ル ト 顆 粒 水 和 剤 ○ △ 中 長 ◎

21A ト ル フ ェ ン ピ ラ ド ハ チ ハ チ 乳 剤 劇 × × 速 長 ○ ◎アザミウマ類、ハモグリバエ類、白さび病

29 フ ロ ニ カ ミ ド ウ ラ ラ ５ ０ Ｄ Ｆ ○ ○ 遅 長 ◎ ◎

－ 還 元 澱 粉 糖 化 物 エ コ ピ タ 液 剤 × × 速 短 ◎ ハダニ類

浸透移行性：〇あり
　　　　　　△弱い
　　　　　　×なし

作目欄：◎防除指針に採用
　　　　　 ○登録のあるもの

キ

ク

ア セ タ ミ プ リ ド

作用性浸透移行性
ス

ト

ッ

ク

<参考１>　花きのアブラムシ類の防除薬剤

分
類
コ
ー

ド

薬　　　　　剤　　　　　名

分　　　類

１B有機リン系

カーバメート系

ア セ フ ェ ー ト

キクにおける他の適用害虫名等

ト
ル
コ
ギ
キ

ョ
ウ

花

き

類

・

観

葉

植

物

人

畜

毒

性

ユ

リ

―

ネオニコチノイド系

アブラムシ防除薬剤使用上の注意事項
　１　薬剤抵抗性アブラムシの発生を防止するため、 同一薬剤、 同一系統の薬剤の連用を避ける。
　２　合成ピレスロイド系統の薬剤はリサージェンス （虫の増加） に注意する。
　３　マブリック水和剤20は高濃度での散布で汚れが残ることがある。

速ジ ノ テ フ ラ ン ○○○ ○ カメムシ類、◎ハモグリバエ類、コナジラミ類長

9B

合成ピレスロイド系

ニ テ ン ピ ラ ム

フロニカミド

ピリジンアゾメチン誘導体

METI剤

3A

4A
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一　　　般　　　名 商　　品　　名

成

虫

幼

虫

卵

浸

達

性

移

行

性

効

果

発

現

効

果

持

続

12D テ ト ラ ジ ホ ン テ デ オ ン 乳 剤 × × ○ × × 遅 長 ◎

フ ェ ン ピ ロ キ シ メ ー ト ダ ニ ト ロ ン フ ロ ア ブ ル ○ ○ △ × × 速 長 ○

テ ブ フ ェ ン ピ ラ ド ピ ラ ニ カ Ｅ Ｗ 劇 ○ ○ ○ ○ × 速 長 ◎ ◎

ビ フ ェ ン ト リ ン テ ル ス タ ー 水 和 剤 ○ ○ △ × × 速 長 ◎

フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン ロ デ ィ ー 乳 剤 劇 ○ ○ × × × 速 長 ◎

13 ク ロ ル フ ェ ナ ピ ル コ テ ツ フ ロ ア ブ ル 劇 ○ ○ ○ ○ × 速 長 ◎ ◎

10B エ ト キ サ ゾ ー ル バ ロ ッ ク フ ロ ア ブ ル × ○ ○ × × 遅 長 ◎

シ フ ル メ ト フ ェ ン ダ ニ サ ラ バ フ ロ ア ブ ル ○ ○ ○ × × 速 長 ◎

シ エ ノ ピ ラ フ ェ ン ス タ ー マ イ ト フ ロ ア ブ ル ○ ○ ○ ○ × 速 長 ◎

6 ア バ メ ク チ ン ア グ リ メ ッ ク 劇 ○ ○ ○ ○ × 中 長 ◎

10A ヘ キ シ チ ア ゾ ク ス ニ ッ ソ ラ ン 水 和 剤 × ○ ○ ○ × 遅 長 ◎

20B ア セ キ ノ シ ル カ ネ マ イ ト フ ロ ア ブ ル ○ ○ ○ × × 速 長 ○ ◎

― デ ン プ ン 粘 着 く ん 液 剤 ○ ○ × × × 速 短 ◎

― 脂 肪 酸 グ リ セ リ ド サ ン ク リ ス タ ル 乳 剤 ○ ○ ○ △ × 速 長 ◎

― 還 元 澱 粉 糖 化 物 エ コ ピ タ 液 剤 ○ ○ × × × 速 短 ○ ◎

対象欄：〇効果高い
　　　　△効果低い
　　　　×効果なし

浸透移行性：〇あり
　　　　　　△弱い
　　　　　　×なし

作目欄：◎防除指針に採用
　　　　〇登録のあるもの

21A

25A

<参考2>　キクのハダニ類の防除薬剤

アベルメクチン系

分　　　類

花

き

類

・

観

葉

植

物

β-ケトニトリル誘導体

キ

ク

ピロール

浸透移行性 作用性

分
類
コ
ー

ド

対 象
人

畜

毒

性

薬　　　　　剤　　　　　名

テトラジホン

合成ピレスロイド系	 3A

METI剤

ヘキシチアゾクス

アセキノシル

―

エトキサゾール
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<参考3>　キクのアザミウマ類の防除薬剤
◎防除指針に採用　○登録のあるもの

ミ

カ

ン

キ

イ

ロ

ミ

ナ

ミ

キ

イ

ロ

有 機 リ ン 系 1B プ ロ チ オ ホ ス ト ク チ オ ン 乳 剤 ◎
アブラムシ類
フラーバラゾウムシ
ハダニ類

ベ ン フ ラ カ ル ブ オ ン コ ル 粒 剤 ５ ○ ◎ ◎

カ ル ボ ス ル フ ァ ン ガ ゼ ッ ト 粒 剤 劇 ○ ネグサレセンチュウ・アブラムシ類

ビ フ ェ ン ト リ ン テ ル ス タ ー フ ロ ア ブ ル 劇 ○ ハダニ類

ア ク リ ナ ト リ ン ア ー デ ン ト 水 和 剤 ◎ アブラムシ類・ハダニ類

フ ル フ ェ ノ クス ロン カ ス ケ ー ド 乳 剤 ◎ マメハモグリバエ

ル フ ェ ヌ ロ ン マ ッ チ 乳 剤 〇 マメハモグリバエ、ハスモンヨトウ

クロルフルアズロン ア タ ブ ロ ン 乳 剤 ○ シロイチモジヨトウ

ベ ス ト ガ ー ド 水 溶 剤 ○ コナジラミ類、アブラムシ類

ベ ス ト ガ ー ド 粒 剤 ◎ マメハモグリバエ、アブラムシ類

ア セ タ ミ プ リ ド モ ス ピ ラ ン 粒 剤 ◎ ○ アブラムシ類、ハモグリバエ類

アドマイヤーフロアブル
（ 施 設 栽 培 の み ）

劇 ○ アブラムシ類

ア ド マ イ ヤ ー １ 粒 剤 ○ アブラムシ類

チ ア メ ト キ サ ム ア ク タ ラ 顆 粒 水 溶 剤 ○
ハモグリバエ類
ウスモンミドリカスミカメ

ア ベ ル メ ク チ ン 系
ミ ル ベ マ イ シ ン 系

6
エ マ メ ク チ ン
安 息 香 酸 塩

ア フ ァ ー ム 乳 剤 ◎ 　

ピ ロ ー ル 13 ク ロ ル フ ェ ナ ピ ル コ テ ツ フ ロ ア ブ ル 劇 ○ ◎
ヨウトムシ類・◎ハダニ類・オオ
タバコガ・アワダチソウグンバイ

ス ピ ノ シ ン 系 5 ス ピ ノ サ ド スピノエース顆粒水和剤 ◎ ◎オオタバコガ・◎ハモグリバエ類

M E T I 剤 21A ト ル フ ェ ン ピ ラ ド ハ チ ハ チ 乳 剤 劇 ◎
白さび病・アブラムシ類・
ハモグリバエ類

4A

イ ミ ダ ク ロ プ リ ド

合 成
ピ レ ス ロ イ ド 系

ネ オ ニ コ チ ノ イ ド 系

ニ テ ン ピ ラ ム

ベ ン ゾ イ ル 尿 素 系

カ ー バ メ ー ト 系

3A

1A

15

商　　品　　名一　　　般　　　名分　　　類
キクにおける

他の適用害虫名

キ　ク

ア

ザ

ミ

ウ

マ

類

人

畜

毒

性

分
類
コ
ー

ド
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<参考4>　花き類の灰色かび病の系統別薬剤

分
類
コ
ー

ド

一 般 名 商 品 名

キ

ク

ス

タ

ー

チ

ス

ス

ト

ッ

ク

ユ

リ

花

き
類
・

観
葉
植

物

予
防
・
治
療
剤
別

マ ン ネ ブ エ ム ダ イ フ ァ ー 水 和 剤 ◎ 予防

チ オ ノ ッ ク フ ロ ア ブ ル ◎ 予防

ト レ ノ ッ ク ス フ ロ ア ブ ル ◎ 予防

1
10

チオファネートメチル・
ジ エ ト フ ェ ン カ ル ブ

ゲ ッ タ ー 水 和 剤 ◎
予防
治療

2 イ プ ロ ジ オ ン ロ ブ ラ ー ル 水 和 剤 ◎
予防
治療

19 ポ リ オ キ シ ン ポリオキシンＡＬ水溶剤 ◎
予防
治療

M7
19

イミノクタジン酢酸塩・
ポ リ オ キ シ ン

ポ リ ベ リ ン 水 和 剤 〇 ◎ ◎ ◎
予防
治療

9 メ パ ニ ピ リ ム フ ル ピ カ フ ロ ア ブ ル ◎ ◎ ◎ 予防

M1 Ｄ Ｂ Ｅ Ｄ Ｃ サ ン ヨ ー ル ○ ○ ○ 予防

7 ペ ン チ オ ピ ラ ド ア フ ェ ッ ト フ ロ ア ブ ル ○ ◎ ◎
予防
治療

12 フ ル ジ オ キ ソ ニ ル セイビアーフロアブル２０ ◎ 予防

<参考5>　キク白さび病の防除薬剤

一 般 名 商 品 名

M2 硫 黄 コ ロ ナ フ ロ ア ブ ル

M3 マ ン ゼ ブ ジマンダイセンフロアブル

7 メ プ ロ ニ ル バ シ タ ッ ク 水 和 剤 ７ ５

ト リ フ ル ミ ゾ ー ル ト リ フ ミ ン 水 和 剤

イ ミ ベ ン コ ナ ゾ ー ル マ ネ ー ジ 乳 剤

ヘ キ サ コ ナ ゾ ー ル ア ン ビ ル フ ロ ア ブ ル

ト リ ホ リ ン サ プ ロ ー ル 乳 剤

ミ ク ロ ブ タ ニ ル ラ リ ー 乳 剤

プ ロ ピ コ ナ ゾ ー ル チ ル ト 乳 剤 ２ ５

11 ク レ ソ キ シ ム メ チ ル ス ト ロ ビ ー フ ロ ア ブ ル

39 ジ フ ル メ ト リ ム ピ リ カ ッ ト 乳 剤

○

○

予

防

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ポリオキシン
+

ビスグアニジン

浸

透
性

3

分　　　類

作 用 性

無機化合物（求電子剤）

○

○

○

○

○

○

○

◎防除指針に採用
○登録のあるもの

分　　　類

薬 剤 名

M3

分
類
コ
ー

ド

１）施設の換気を良くし、 湿度をできるだけ下げる。
２）病葉は早めに摘除し、 圃場外に持ち出して焼き捨てるか土中に埋め込む。
３）同じ系統に属する農薬の連用は、 耐性菌の発現を助長する。

治

療

ジチオカーバメート
（求電子剤）

MBC殺菌剤
+

N-フェニルカーバメート

ジカルボキシイミド

PP殺菌剤
(フェニルピロール)

SDHI殺菌剤
(コハク酸脱水素酵素阻害剤）

チ ウ ラ ム

無機化合物

AP殺菌剤
(アニリノピリミジン)

作用性の欄：　　○効果あり

○

○

○

○

○

○

○

ピリミジンアミン

QoI殺菌剤(Qo阻害剤)

DMI殺菌剤
（脱メチル化阻害剤）

SDHI殺菌剤
(コハク酸脱水素酵素阻害剤）

ジチオカーバメート（求電子剤）
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〈参考6〉殺菌・殺虫剤使用時の注意事項

キ　ク

薬剤名 注意事項

ガ ス タ ー ド 微 粒 剤

バ ス ア ミ ド 微 粒 剤

ストロビーフロアブル ・薬害防止のため、他剤との混用や展着剤は加用しない、高温多湿条件下では使用しない。

エ ムダイ ファ ー水和剤 ・ボルドー液、石灰硫黄合剤などアルカリ性薬剤との混用はさける。

花き類（草本植物）・観葉植物

薬剤名 注意事項

ダニトロンフロアブル ・花に薬害が生じる場合があるので、注意する。

カ リ グ リ ー ン ・展着剤を加用する。

ポリオキシンAL水溶剤 ・キクに使用する場合、薬害が生じる恐れがあるため、着蕾期以降は高温時の散布を避ける。

エ コ ピ タ 液 剤 ・カーネーションで茎葉のワックス層が溶け、薬害が出やすいので注意する。

・水に触れると有毒なガスが発生するので保管・取扱いには注意する。
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<参考7>　ウイルス一覧表

主な花き類のウイルス病と伝染方法

◎は重要ウイルス

接触 土壌 虫媒 媒介昆虫等

え そ 病 ◎ ト マ ト 黄 化 え そ ウ イ ル ス Ｔ Ｓ Ｗ Ｖ ＋ － ＋ ミカンキイロアザミウマ他

茎 え そ 病 キ ク 茎 え そ ウ イ ル ス Ｃ Ｓ Ｎ Ｖ － － ＋ ミカンキイロアザミウマ

ト マ ト ア ス パ ー ミ ィ ウ イ ル ス Ｔ Ａ Ｖ ＋ － ＋ アブラムシ類

キ ク B ウ イ ル ス Ｃ Ｖ Ｂ ＋ － ＋ アブラムシ類

キ ュ ウ リ モ ザ イ ク ウ イ ル ス Ｃ Ｍ Ｖ ＋ － ＋ アブラムシ類

わ い 化 病 ◎ キ ク わ い 化 ウ イ ロ イ ド Ｃ Ｓ Ｖ ｄ ＋ － －

タ バ コ モ ザ イ ク ウ イ ル ス Ｔ M Ｖ ＋ ＋

◎ キ ュ ウ リ モ ザ イ ク ウ イ ル ス Ｃ Ｍ Ｖ ＋ － ＋ アブラムシ類

◎ ユ リ 微 斑 ウ イ ル ス Ｌ Ｍ ｏ Ｖ ＋ － ＋ アブラムシ類

◎ ユ リ 潜 在 ウ イ ル ス Ｌ Ｓ Ｖ ＋ － ＋ アブラムシ類

リンゴステムグルービングウイルス Ａ Ｓ Ｇ Ｖ ＋ － －

モザイク病 スイセン微斑モザ イクウイルス ＮＭＭＶ ＋ － ＋

◎ ス イ セ ン 黄 色 条 斑 ウ イ ル ス Ｎ Ｙ Ｓ Ｖ ＋ － ＋

ス イ セ ン モ ザ イ ク ウ イ ル ス Ｎ Ｍ Ｖ ＋ － －

キ ュ ウ リ モ ザ イ ク ウ イ ル ス Ｃ Ｍ Ｖ ＋ － ＋ アブラムシ類

タ バ コ 茎 え そ ウ イ ル ス Ｔ Ｒ Ｖ ＋ （＋） － センチュウ

ト マ ト 輪 点 ウ イ ル ス ＴｏＲＳＶ ＋ ＋ － センチュウ

ト マ ト 黒 色 輪 点 ウ イ ル ス Ｔ Ｂ Ｒ Ｖ ＋ （＋） センチュウ

ア ラ ビ ス モ ザ イ ク ウ イ ル ス Ａ ｒ Ｍ Ｖ ＋ （＋） ＋ センチュウ

ソ ラ マ メ ウ イ ル ト ウ イ ル ス Ｂ Ｂ Ｗ Ｖ ＋ － ＋ アブラムシ類

えそモザイク病 ◎ キ ュ ウ リ モ ザ イ ク ウ イ ル ス Ｃ Ｍ Ｖ ＋ － ＋ アブラムシ類

◎ ソ ラ マ メ ウ イ ル ト ウ イ ル ス Ｂ Ｂ Ｗ Ｖ ＋ － ＋ アブラムシ類

インゲンマメ黄班モザイクウイルス ＢＹＭＶ ＋ － ＋ アブラムシ類

え そ 病 ト ル コ ギ キ ョ ウ え そ ウ イ ル ス Ｌ Ｎ Ｖ ＋ ＋
オルピディウム菌
（カビの一種）

えそ輪紋病 ア イ リ ス 黄 斑 ウ イ ル ス Ｉ Ｙ Ｓ Ｖ － － ＋ ネギアザミウマ他

＋：伝染する、 －：伝染しない

（＋）：スイセンでは知られていないが、他の植物では確認されている。

伝　　　染　　　方　　　法

キ ク
ウイルス病

トルコギキョウ

モザイク病

花　き　名 病　　名 略号

ユ リ ウイルス病

ス イ セ ン
ウイルス病

病　原　ウ　イ　ル　ス
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２ 花き除草剤 

(1) 使用上の注意事項 

① 使用薬量は、散布実面積当りの量を厳守する。 
② 土壌処理剤は、整地後または畦立後表土を均平にし、土壌表面に均一に散布する。 
③ 粘土質の透水の悪い圃場では、薬量を減らす。砂質地は薬効が少なく、薬害が出易いので注意する。 
④ 土壌処理後、敷わら、もみがらマルチの併用は抑草効果を高める。 
⑤ マルチ、トンネル、ハウスでは薬害が出易いので、薬量を少なめにする。また、極端な高温乾燥時は

散布しないようにする。 
⑥ 散布にあたっては、除草剤専用の散布器具を使用し、噴口は必ずフード付きのものを使用する。 
⑦ 散布にあたっては、メガネ、マスク、防除衣、手袋などを必ず着用する。 
 

(2) 使用方法 

作  物  名 除 草 剤 名 適用雑草名 

使 用 基 準 10アール当たり使用量 

注  意  事  項 
時  期 

回

数 
薬 量 希釈水量 

ユ リ トレファノサイド乳剤 
ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ 44.5% 

 

一年生雑草 
（ツユクサ科、カヤツリグサ科、

キク科、アブラナ科を除く） 

植 付 後 

～ 

萌 芽 前 

１ 200～300 ml 100 ℓ ＜全面土壌散布＞ 

・散布は均一に、また

は夕方や曇った日

に実施する。 

・土壌が乾燥している

場合、土壌を適当

に湿らせるか、ある

いは降雨後に散布

する。 

ス イ セ ン 萌 芽 前 １ 200～300 ml 100 ℓ 

キ ク 

(露地栽培) 

定 植 後 １ 200～300 ml 100 ℓ ＜畦間土壌散布＞ 

・露地栽培に限る。 

・マルチ、トンネル栽

培では、薬害の恐

れがある。 

ス イ セ ン プリグロックスＬ 
ｼﾞｸﾜｯﾄ 7.0% 

ﾊﾟﾗｺｰﾄ 5.0% 

一年生雑草 萌 芽 前 

（雑草生育期） 

３ 600～1,000 ml 100～150 ℓ ＜雑草茎葉散布＞ 

・医薬用外毒物。取扱

いには、特に注意す

る。 

・有用作物に、飛散さ

せない。 

畦間処理： 

雑草生育期 

（草丈２０ c m以下） 

花 き 類 ・ 

観 葉 植物 
（ チュー リ ッ

プ、スイセン

を 除 く ） 

畦間処理： 

雑草生育期 

（草丈２０ c m以下） 

３ 600～1,000 ml 100～150 ℓ 

キ ク ゴーゴーサン乳剤 
ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ 30.0% 

一年生雑草 定 植 前 

（雑草発生前） 

 

 

定 植 後 

（雑草発生前） 

 

１ 200～400 ml 70～150 ℓ ＜全面土壌散布＞ 

・キク科雑草とツユク

サには、効果が劣

る。 

・土壌が極端に乾燥し

ている場合は効果が

劣るので、希釈水量

を多めにするか降雨

後に散布する。 
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作  物  名 除 草 剤 名 適用雑草名 

使 用 基 準 10アール当たり使用量 

注  意  事  項 
時  期 

回

数 
薬 量 希釈水量 

キ ク ナ ブ 乳 剤 
ｾﾄｷｼｼﾞﾑ 20.0% 

一 年 生 

イ ネ 科 雑 草 

（スズメノカタビラを除く） 

雑草生育期 

イネ科雑草

3～5葉期 

３ 150～200 ml 100～150 ℓ ＜雑草茎葉散布又は

全面散布＞ 
・効果が発現するまで

に、７～１０日を要す

る。 

・広葉雑草およびカヤ

ツリグサ科には、効果

がない。 

樹 木 類 ナ ブ 乳 剤 
ｾﾄｷｼｼﾞﾑ 20.0% 

一年生イネ科雑草 

（スズメノカタビラを除く） 

雑草生育期 

イネ科雑草 

3～ 5 葉期 

３ 150～200 ml 100 ℓ ＜雑草茎葉散布又

は全面散布＞ 

 バ ス タ 液 剤 
ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ 18.5% 

一年生雑草 雑草生育期 ３ 300～500 ml 100～150 ℓ ＜雑草茎葉散布＞ 

樹 木 等 

公 園 ・ 庭

園･堤とう・

駐車場・道

路 ・ 運 動

場 ・宅地 ・

のり面・鉄

道 な ど 

プリグロックスＬ 
ｼﾞｸﾜｯﾄ 7.0% 

ﾊﾟﾗｺｰﾄ 5.0% 

一年生雑草 

 

雑草生育期 ３ 800～1,000 ml 100～150 ℓ <雑草茎葉散布＞ 
・医薬用外毒物。取扱

いには、特に注意す

る。 

・植栽地を除く樹木等

の周辺地。 

多年生雑草 1,500～2,000 ml 

ス ギ ナ ｽｷﾞﾅ生育期 1,000～2,000 ml 

バ ス タ 液 剤 
ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ 18.5% 

一年生雑草 雑草生育期 ３ 500～1,000 ml 100～200 ℓ ＜雑草茎葉散布＞ 

・植栽地を除く樹木

等の周辺地。 多年生雑草 1,000～2,000 ml 

タッチダウン iQ 
ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ塩 

44.7% 

一年生雑草 雑草生育期 ３ 250～500 ml 10～100ℓ ＜雑草茎葉散布＞ 

・植栽地を除く樹木

等の周辺地。 多年生雑草 500～1,000 ml 

ス ギ ナ 雑草生育期 1,500～2,000 ml 25～100ℓ 

ススキ、クズ 雑草生育期 1,000～2,000 ml 50～100ℓ 

サ サ 類 雑草生育期 

雑 か ん 木 雑草生育期 25～100ℓ 

ラウンドアップ 

マックスロード 
ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ塩 

48.0% 

 

 

 

 

一年生雑草 雑草生育期 ３ 200～500 ml 通常散布 

50～100 ℓ 

少量散布 

25～50 ℓ 

＜雑草木茎葉散布

＞ 

・植栽地を除く樹木

等の周辺地。 
多年生雑草 500～1,000 ml 

一年生及び 

多年生雑草 

少量散布 

5～25 ℓ 

ス ギ ナ 1,500～2,000 ml 通常散布 

50～100 ℓ 

少量散布 

25～50 ℓ 

ススキ、ヒレハリソ
ウ、クズ等のつる性
多年生雑草、ササ
類 、 雑 か ん 木 

1,000～2,000 ml 

カソロン粒剤 4.5 
DBN 4.5% 

一 年 生 雑 草 、 
多年生広葉雑草 

 

雑草発生前 

～発生始期 

３ 8～12 kg  ＜全面土壌散布＞ 

・植栽地を除く樹木等

の周辺地。 

 ス ギ ナ 8～15 kg 
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３ 花き植物成長調整剤 

◎使用上の注意 

① 植物成長調整剤の使用にあたっては、登録内容を熟知し、適正に使用する。 

極めて微量で作物に作用するので、生育状況、環境条件で効果が異なる。 

② 農薬など他の薬剤との混用は避ける。 

 

(1) 発根促進 

薬  剤  名 対 象 作 物 希 釈 倍 数 
使 用 基 準 

使用方法及び注意事項 
時  期 回数 

オキシベロン液剤 
インドール酪酸 0.4% 

キ ク 500～1,000倍 

100～200倍 

2倍 

－ 

－ 

－ 

１ ・さし穂基部：3時間浸漬 

・さし穂全体：5～10秒浸漬 

・さし穂基部：10秒浸漬 

カーネーション 200～400倍 

2倍 

－ 

－ 

１ ・さし穂基部：16～24時間浸漬 

・さし穂基部：5秒浸漬 又はさし穂

100本当り10 mlをさし穂基部に散布 

ツ ツ ジ 類 40倍 ６ ～ ７ 月 

( 夏 さ し ) 

１ ・さし穂基部：3時間浸漬 

ドウダンツツジ 40倍 

2倍 

６ ～ ７ 月 

( 夏 さ し ) 

１ ・さし穂基部：3時間浸漬 

・さし穂基部：20秒浸漬 

花き類･観葉植物 

(カーネーション、キク 

及びチューリップを除く) 

200～400倍 

2倍 

－ 

－ 

１ ・さし穂基部：12～24時間浸漬 

・さし穂基部：5～10秒浸漬 

タチガレン液剤 
ヒドロキシイソキサゾール 

41.52％ 

キ ク 1,000倍 挿し芽直後 １ ・土壌灌注 5～10 ℓ／m2 

 

(2) 親株栽培における側枝への腋芽の着生促進 

薬  剤  名 対 象 作 物 希 釈 倍 数 
使 用 基 準 

使用方法及び注意事項 
時  期 回数 

ビーエー液剤 

ベンジルアミノプリン 

  ［サイトカイニン剤］ 3.0% 

キ ク 2,000～4,000倍 摘 心 時 ６ ・茎葉散布 100～300 ℓ／10a 

・無側枝性が強く発現する品種お

よび高温期の栽培では、効果が

劣る場合がある。 

 

(3) 伸長抑制 

薬  剤  名 対 象 作 物 希 釈 倍 数 
使 用 基 準 

使用方法及び注意事項 
時  期 回数 

ビーナイン顆粒水溶液 
ダミノジット 80.0% 

キ ク 

( ポ ッ ト マ ム ) 

（ 施 設 栽 培 ） 

200～400倍 摘芯後7～10日

又は定植３日後

から発蕾初期 

３ ・節間の伸長抑制 

・茎葉散布 5～10 ml/5号鉢 

キ ク 

( 切 花 用 ) 

（ 施 設 栽 培 ） 

500～5,000倍 生 育 期 ４ ・節間の伸長抑制 

・茎葉散布 50～150 ℓ/10a 

発 蕾 期 ～ 

摘 蕾 期 

２ ・花首の伸長抑制 

・茎葉散布 50～150 ℓ/10a 
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(4) 開花促進、草丈伸長促進 

薬  剤  名 対 象 作 物 希 釈 倍 数 
使 用 基 準 

使用方法及び注意事項 
時  期 回数 

ジベレリン液剤 
ジベレリン［ジベレリン剤］ 

0.63% 

キ ク ジベレリン 

25～100 ppm 

生 育 期 ２ ・茎葉散布 50～100 ℓ/10a 

 

(5)開花抑制 

薬  剤  名 対 象 作 物 希 釈 倍 数 
使 用 基 準 

使用方法及び注意事項 
時  期 回数 

エスレル 10 
エテホン［エチレン剤］ 10.0% 

キ ク 500～1,000倍 摘芯時または定植

後１週間以内及びそ

の後１０～１４日毎 

３ ・全面散布（株全体がぬれる程度） 

 2～10 ml/株 

・開花抑制 

キ ク 

（ 電 照 栽 培 ） 

500倍 親株摘芯時 ・全面散布（株全体がぬれる程度） 

2～10 ml/株 

・早期不時発蕾防止 

 

(6)開花促進 

薬  剤  名 対 象 作 物 希 釈 倍 数 
使 用 基 準 

使用方法及び注意事項 
時  期 回数 

ビビフルフロアブル 
プロヘキサジオンカルシウム塩

［ジベレリン生合成阻害剤］  

1.0% 

ス ト ッ ク 1,000倍 葉数 10～14 枚時

とその 7～10日後 

２ ・茎葉散布 100 ℓ/10a 

 

薬  剤  名 対 象 作 物 希 釈 倍 数 
使 用 基 準 

使用方法及び注意事項 
時  期 回数 

ビーナイン顆粒水溶液 
ダミノジット 80.0% 

ハ ボ タ ン 

（ 施 設 栽 培 ） 

200～400倍 子葉展開後 

鉢 上 げ 後 ２ 
・節間の伸長抑制 

・茎葉散布 50～150 ℓ/10a  

スミセブン P液剤 
ウニコナゾール P 0.025% 

 

キ ク 

（ ポ ッ ト マ ム ） 

25～50倍 摘芯10日後頃 ２ 

 

・節間の伸長抑制（矮化） 

・茎葉散布 5～10 ml/5号鉢 

（原液 0.1～0.2 ml/5号鉢） 

50～100倍 摘芯10日後頃 ・土壌灌注 50～100 mlｌ/５号鉢

（原液 1 ml/5号鉢） 

パ ン ジ ー 50～100倍 育 苗 期 

本葉２～４葉期 

１ ・茎葉の伸長抑制による小型化 

・茎葉散布 0.5 ml/株 

ビビフルフロアブル 
プロヘキサジオンカルシウム塩

［ジベレリン生合成阻害剤］  

1.0% 

キ ク 200～500倍 

 

 

摘 蕾 期  １ ・花首の伸長抑制 

・茎葉散布 50～100 ℓ/10a 

・総使用回数 2回以内 

・白色系品種で使用する。 

・有色品種では、花色に影響す

ることがあるので、使用しない。 

発蕾期及び摘蕾期  ２ 
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